
 
参考資料５ 

洋上風力発電を持続可能な地域の形成に繋げる振興策に関する要請 

 

 わが国のカーボンニュートラルの実現に向け、檜山地域は関係機関が一体となって洋

上風力発電を促進し、わが国全体の脱炭素に貢献する努力を払うこととしている。 

一方、洋上風力発電事業の確実な進展には、立地地域が持続的・安定的に発展するこ

とが重要であるが、当地域は、北海道内の平均を上回る人口減少や、基幹産業である漁

業資源の減少等に苦しんでおり、国及び事業者においては、次の諸点をはじめ、洋上風

力発電事業を通じた持続可能な地域の形成に向け、振興策を講じるよう強く要請する。 

 

■行政・住民サービスの向上 

・ 事業者による地域への企業版ふるさと納税や基金出捐額算定基準の拡充による、基礎 

自治体の財政基盤の充実 

・ 事業者による、地域の公共施設や保健医療施設への電力の無償供給 

・ 事業者による、水素や蓄電池活用の地域交通用車両の提供 

■地域経済の振興 

・ 事業者の現地事務所や、グリーン水素の製造などを行う脱炭素関連企業の地域への 

  立地促進と、それによる新たな雇用や産業の創出 

・ 事業の調査・建設・運営等の各段階における地域企業の活用 

・ 事業者による洋上風力関係作業員のスキルアップメニューの構築と地域の職業訓練 

  機関との連携によるメニューの実施や環境教育等、地域の人材の育成・確保 

・ 国や事業者による一次産業の振興 

－ 経済産業省及び水産庁による水素や蓄電池活用漁船リース制度の新設や海況 

提供デジタル機器の提供とその電力の無償供給 

－ 漁業団体などが行う増養殖施設や共同利用施設に係る電力の無償供給 

－ 近年来遊が増加しているマグロ等漁業資源の十分な漁獲枠確保 

－ ブルーカーボンに寄与する藻場の形成や風車構造物を利用した水産振興 

－ 地域の農林水産物及び加工製品の販路拡大促進、Ｊクレジット創出への協力 

・ サステナブル観光メニュー開発をはじめ、観光のハード・ソフト両面への協力 

■推進基盤の整備等 

・ 洋上風力発電事業及び関連産業の振興のための物流基盤の確立に向けた、国による 

函館・江差自動車道「木古内～江差間」の早期事業着手と江差側からの整備着手 

・ 国による基地港湾の早期指定及びそれを補完する檜山地域の港湾整備と活用 

・ 海洋景観の保持にも有益な、浮体式洋上風力発電の導入可能性が高い海域におけ 

る、海底地盤等調査の実施 

令和５年１１月22日 

 

檜山管内洋上風力事業推進協議会 会長 工藤  昇（上ノ国町長）   
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檜山地域の現状と地域の取組

R2  3.4万人

S35  10.5万人

▲68%
(全道▲8%)

進む人口減少

地元高校生が、地域の
未来を考える探求学習
を推進

高齢化の進行

65歳以上人口比
（R5.1.1現在）
全国：29.0％
全道：32.8％
檜山：43.9％

【道内ワースト】

通過型の観光

日帰り客：宿泊客＝9：1

都会の家族連れをター
ゲットに、田舎暮らし
を体験できるプログラ
ムを提供

江差マースの実証運行
やデマンドバスの導入

深刻な人手不足

建 築
土 木

看護師
保健師

ケ ア
ワーク

保育士
相談員

有効求人倍率＝１

22.00

10.50

4.75

2.50

【R5.7時点】

来訪した観光客向けに
檜山産品が当たるキャ
ンペーン及びSNS発信

バス路線の減少

180百万円
147百万円

４路線

６路線

H29 R3

EV公用車の一般貸出実施

江差高看での学生確保イ
ベントや大学等へのリク
ルート、介護現場におけ
る外国人材の受入

漁獲量の減少

主要魚種の減少による
漁獲量の減少

3,299t
(24.8億円)

11,626t
(46.2億円)

H23 R3

広域バス路線の減少
と欠損額の増加

ニシン・サケ・ヒラ
メ・ナマコ等の種苗放
流、アワビ・トラウト
サーモン養殖による
栽培漁業の推進

育てる漁業地域と学校の連携

高性能機械やICT等の活
用によるスマート農林業
の推進

産業のスマート化 医療人材確保

EVの普及

観光PR オンデマンド交通

保育園留学



洋上風力発電を契機とした,人と環境に優しく発展を続ける檜山地域の形成

【企業立地・雇用創出】

・脱炭素関連企業の立地
・新たな雇用、産業の創出

【事業者】
・現地事務所設置
・グリーン水素製造と域内供給

【地域】
企業立地の推進

【地域交通】

環境負荷の少ない安全安心の域内外移動

【事業者】
水素や蓄電池活用車両の提供

【地域】
運転手確保やMaasの推進

【地元企業の活用・人材育成】

・事業者と地域が一体となった事業展開
・洋上風力関連人材等の効果的な育成

【事業者】
・風車設置の調査、建設、メンテナ
ンスの各段階での地元企業の活用
及び参入促進

・作業員のスキルアップメニューの
構築･実施、環境教育
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【道路整備】

・輸送,物流基盤の確立
・レジリエンス向上・交流人口拡大

函館・江差自動車道「木古内~江差間」早期着手

【公共・医療施設】

・充実した医療サービスの提供
・公共サービスの向上

【事業者】
公共施設･保健医療施設への電力無償
供給

【地域】
公共施設サービス充実
人材確保の推進

【地域経済の振興（一次産業）】

【自治体財政】

・基礎自治体の財政基盤充実
・住民サービスの向上

企業版ふるさと納税 基金出捐額算定基準の拡充行
政
・
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民
サ
ー
ビ
ス
向
上

【港湾整備】

基地港湾の早期指定・補完港湾の整備

【事業者・国】
・国による水素,蓄電池
漁船リース制度新設
と海況提供機器の提供
及び電力無償供給

・地域産品販路拡大,Jクレジット創出へ協力
・ﾌﾞﾙｰｶｰﾎﾞﾝ寄与の藻場形成,風車構造物利用

・増養殖施設等への
電力無償供給

・マグロ等の漁獲枠
確保

【事業者】
・ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ観光メニュー開発への参画
・ハード･ソフト両面への協力

道内港湾の利用による地域経済への波及

【地域】
誘客促進のためのPR
観光施設の充実

【地域経済の振興（観光業）】

【地域】
・サケ,アワビ等
既存魚種の増養殖

・マグロ,ブリ等
増加魚種への挑戦

環境配慮型の力強い地域産業の形成

【地域】
・職業訓練機関での
人材育成

・若者の地域定着促進
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